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が
あ
り
ま
し
た
が
、
健
康
問
題
よ
り
、
国
を
憂
え
る
話
に
な

り
が
ち
で
し
た
。　

　

大
使
は
二
〇
一
〇
年
三
月
一
八
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
下
旬
、
本
書
「
何
処
へ
行
く
の
か
、
こ
の
国
は
」
が
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。「
村
田
良
平
先

生
は
生
前
、
親
し
く
お
付
き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
、
お
仕
事
振
り
を
尊
敬
申
上
げ
て
い
る
方
々
に
、
今
回

の
本
を
是
非
届
け
て
欲
し
い
、
と
仰
り
、
お
名
前
を
挙
げ
て

お
ら
れ
ま
し
た
」
と
の
書
面
が
付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
年
の
九
月
七
日
、「
尖
閣
列
島
中
国
漁
船
衝
突
事
件
」

が
起
こ
り
ま
し
た
。
一
〇
月
一
日
、
東
京
・
帝
国
ホ
テ
ル
で

「
村
田
大
使
を
偲
ぶ
会
」
が
外
務
省
関
係
者
に
よ
っ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
次
官
の
「
大
使
が
御
存
命
で
あ
れ
ば
、
尖
閣
列

島
事
件
を
聞
け
ば
『
憤
死
な
さ
っ
た
で
し
ょ
う
』」
と
の
御

挨
拶
は
「
硬
骨
の
外
交
官
」
と
称
さ
れ
た
大
使
に
ふ
さ
わ
し

い
言
葉
だ
と
聞
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
て
、
私
な
り
に
、『
何
処
へ
行
く
の
か
、
こ
の

国
は
』
の
思
い
を
記
す
こ
と
に
し
ま
す
。

■
外
交 

―
北
方
領
土
返
還
の
実
現
性
―

　

安
倍
首
相
は
、
北
方
領
土
問
題
を
最
重
要
の
外
交
課
題
の

一
つ
と
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
野
望
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
（
一

九
八
九
年
）
以
降
の
、
失
わ
れ
た
ソ
連
勢
力
圏
の
回
復
で
す

（
図
1
）。
ソ
連
も
ロ
シ
ア
も
国
の
体
制
が
代
わ
っ
て
も
同
じ

姿
勢
で
す
。
先
年
、
二
〇
一
四
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
内
戦
に
乗

じ
た
ク
リ
ミ
ア
併
合
に
み
ら
れ
た
と
お
り
で
す
。
北
欧
、
東

欧
の
国
々
は
、
ロ
シ
ア
の
脅
威
に
備
え
て
防
衛
力
を
強
め
て

い
ま
す
。
二
〇
一
〇
年
に
徴
兵
制
を
廃
止
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
す
ら
昨
年
三
月
に
復
活
し
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
が
北
方
領
土

を
日
本
に
割
譲
す
る
こ
と
は
想
定
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

　

日
本
側
に
は
、
よ
り
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
わ
が
国

は
一
九
四
五
年
米
国
に
占
領
さ
れ
、
五
一
年
の
講
和
条
約
発

効
後
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
に
よ
っ
て
、
米
国
に
保
護
さ

れ
て
い
る
国
で
す
。
率
直
に
い
っ
て
日
本
は
米
国
の
被
保
護

国
な
の
で
す
。
被
保
護
国
に
外
交
権
が
あ
る
か
さ
え
問
題
で

す
。「
ロ
シ
ア
が
日
本
に
北
方
領
土
を
割
譲
（
返
還
）
す
る
。

米
国
は
日
米
安
全
保
障
条
約
に
よ
っ
て
、
北
方
領
土
に
米
軍

基
地
を
設
置
す
る
権
利
が
あ
る
」。
北
方
領
土
返
還
を
叫
ぶ

首
相
の
認
識
が
疑
わ
れ
る
問
題
で
す
。

■
財
政 

―
忘
れ
ら
れ
た
財
政
再
建
―

　

安
倍
政
権
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
五
年
間
、
税
収
は
確
か

に
約
一
四
億
円
増
加
し
ま
し
た
が
、
政
府
の
総
債
務
残
高
は

約
一
三
七
億
円
増
加
し
ま
し
た
（
表
1
）。

　

昨
年
秋
の
総
選
挙
、
い
ず
れ
の
政
党
も
「
財
政
再
建
」
を

提
唱
せ
ず
、
消
費
増
税
の
延
期
、
減
税
ま
で
主
張
す
る
政
党

ま
で
出
現
し
ま
し
た
。
自
民
党
の
公
約
は
、『
子
育
て
世
代
の

暮
ら
し
を
守
り
、
子
供
た
ち
の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
、
投

資
を
大
胆
に
進
め
る
』
で
し
た
。「
投
資
と
は
借
金
の
こ
と
」

で
す
。「
次
世
代
、
次
々
世
代
に
大
借
金
を
残
す
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
ど
の
政
党
の
言
い
分
も
、
日
本
の
国
に
住
む
人
々

の
民
度
（
文
化
水
準
）
の
低
さ
を
前
提
と
し
た
話
で
し
た
。

　

思
い
出
す
の
は
、
四
年
前
、
二
〇
一
四
年
九
月
の
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
総
選
挙
（
一
院
制
・
比
例
代
表
）
で
す
。
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
に
滞
在
中
で
し
た
が
、
い
ず
れ
の
政
党
も
『
社
会

福
祉
の
充
実
を
目
指
し
て
の
増
税
』
を
主
張
し
た
戦
い
に
は

驚
き
ま
し
た
。
結
果
は
、
よ
り
厳
し
い
改
革
・
増

税
を
主
張
し
た
左
派
連
合
の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

■
社
会
保
障 

―
配
分
の
在
り
方
―

　

社
会
保
障
の
財
源
は
、
あ
く
ま
で
、
国
民
か
ら

の
税
金
・
保
険
料
で
あ
り
、
上
限
の
あ
る
以
上
、

年
金
、
介
護
、
医
療
な
ど
各
分
野
へ
の
配
分
が
大

き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
障
国
の
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
北
欧

四
か
国
の
年
金
、
介
護
、
医
療
、
各
分
野
で
支
出

さ
れ
て
る
一
人
あ
た
り
の
金
額
を
わ
が
国
の
金
額

と
の
比
較
を
示
し
ま
し
た
（
図
2
）。

　

年
金
：
北
欧
ラ
イ
ン
で
は
、
わ
が
国
で
は
約
九

五
兆
円
支
払
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
現
実
に

は
約
五
五
兆
円
し
か
支
払
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
五

八
％
の
低
さ
で
す
。
高
齢
者
が
低
賃
金
で
厳
し
い
労
働
に
従

事
し
て
い
る
現
状
を
反
映
し
て
い
る
数
字
で
す
。

　

介
護
：
二
八
％
の
低
さ
で
す
。「
介
護
難
民
」、「
介
護
離

職
」
の
現
状
が
説
明
で
き
る
悲
劇
的
な
数
字
で
す
。

　

医
療
：
二
二
〇
％
と
い
う
驚
く
べ
き
高
値
で
す
。
外
来
受

診
約
四
倍
、
入
院
日
数
約
四
倍
、Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
台
数
約
三
倍
、

薬
剤
費
約
二
倍
、
透
析
は
約
五
倍
で
す
。「
老
化
を
病
気
扱

い
」
が
根
本
の
原
因
で
す
。
加
え
て
、
最
近
で
は
超
高
価
な

薬
剤
が
続
々
と
登
場
し
て
き
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。
肺

癌
薬
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
年
間
薬
剤
費
一
人
約
二
八
〇
〇
万
円

（
現
在
は
約
一
四
〇
〇
万
円
）
の
登
場
に
驚
い
た
の
は
二
年
前

の
こ
と
で
し
た
。
今
年
登
場
す
る
小
児
白
血
病
薬
キ
ム
リ
ア

は
年
間
薬
剤
費
患
者
一
人
約
五
三
〇
〇
万
円
と
の
こ
と
で
す
。

『
一
人
の
人
命
は
地
球
よ
り
重
い
』
の
結
果
で
す
。『
パ
ン
か

薬
か
』
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
医
療
を
公
営
化
し
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
す
れ
ば
、
医
療
費
は
現
在
の
三
分
の
一

で
済
み
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
、
約
一
〇
〇
万
人
の
医
療
関

係
者
が
職
を
失
う
と
い
う
大
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。
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前
回
の
わ
が
国
の
投
票
率
は
五
三
・
七
％
の
低
さ
で
し
た
。

有
権
者
の
半
分
近
く
が
棄
権
、『
政
治
に
無
関
心
』
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
投
票
率
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
八

八
％
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
八
五
％
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
七
六
％
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
六
七
％
と
北
欧
諸
国
で
も
か
な
り
の
差
が
あ
り

ま
す
。
民
度
の
違
い
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
実
も
蓋
も
な
い

話
に
な
る
こ
と
で
す
が
、
真
相
に
近
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
高
等
教
育
の
普
及
（
大
学
進
学
率
の
向
上
）

と
投
票
率
の
向
上
と
の
間
に
は
関
係
は
な
さ
そ
う
で
す
。

中央診療所だより　

昨
年
一
〇
月
、「
国
難
突
破
解
散
」
が
行
わ
れ
、
自
民
党
は

大
勝
し
ま
し
た
。
し
か
し
、「
国
難
が
消
え
去
り
、
国
民
の

前
途
へ
の
不
安
が
消
え
た
」
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
何
処
へ
行
く
の
か
、
こ
の
国
は

　

「
若
人
へ
の
遺
言
」
と
の
副
題
を
つ
け
た
本
書
の
著
者
、

村
田
良
平
大
使
（
一
九
二
九
～
二
〇
一
〇
年
）
は
京
都
出
身
、

外
務
事
務
次
官
を
経
て
駐
米
大
使
（
一
九
八
九
～
九
二
年
）、

東
西
ド
イ
ツ
統
一
後
の
最
初
の
駐
独
大
使
（
一
九
九
二
～
九

四
年
）
を
務
め
ら
れ
た
方
で
す
。
晩
年
は
京
都
で
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。「
海
洋
を
め
ぐ
る
世
界
と
日
本
（
二
〇
〇
一
年
）
」
、

「
回
顧
す
る
日
本
外
交
（
二
〇
〇
四
年
）」、「
海
が
日
本
の
将

来
を
決
め
る
（
二
〇
〇
六
年
）」
な
ど
数
多
く
の
著
作
が
あ
り

ま
す
が
、
二
〇
〇
八
年
の
「
回
想
録
」
に
は
『
北
朝
鮮
が
核

実
験
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
日
本
の
核
武
装
を
ア
メ
リ
カ
が

拒
否
で
き
な
い
日

が
来
る
』
と
の
予

測
を
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
〇
年
前

の
こ
と
で
す
。

　

大
使
と
は
、
時

折
、
お
会
い
し
て

お
話
し
す
る
機
会

何
処
へ
行
く
の
か
、こ
の
国
は

―
国
難
の
新
年
を
迎
え
て
―
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表1． わが国の財政状況の推移（兆円）

Ａ  政府総債務残高
Ｂ  税収
Ａ－Ｂ

2012 2017 2017－2012

1171．0
43．9

1127．1

1307．6
57．7

1249．9

136．6（1．12倍）
13．8（1．31倍）
122．8（1．10倍）

3

4
5
69

7

81

2

4
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図1． 欧州の勢力図

共産国
①西ドイツ＋②東ドイツ＝③ドイツ，バルト三国（④エストニア，⑤ラトビア，⑥リトアニア），
⑦ポーランド，⑧ウクライナ，⑨カリーニングラード州（ロシア領）

EFTA OECD（含準加盟国） ロシア EUまたはNATO加盟国 その他

1980年代 2018年

理
事
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孝
英

年金

200%

100%

医療介護GDP/人

54.9
兆円

17.1
兆円

+20.6
兆円

37.7兆円

94.7
兆円

58%

220%

28%

60%

－39.8
兆円

33.6
兆円

－24.2
兆円

9.4
兆円

32.479
USドル

54.269
USドル

－21.790
USドル

▼

北欧
　ライン

図2． 年金・医療・介護に用いられている費用 ―北欧と日本の比較―
平成27（2015）年


